














音のパターンである日本の詩であることを知った。大学で日本文学を学んで、こんなに短い詩で一つのイメージや気持ちを表すのは本当に大変だと思った。俳句の作り方はよくわからない で知りたい 思う。 （バルバラ・ネーメト）
俳句には五七五という形式がある。詩形に限界があるため、できるだけ正確
に意味やメッセージを伝えなければ らない。メッセージは間接的に表現されることが多い。日本の俳句は世界中に広まったが、伝統的な俳句 ルール 従わないで俳句を作る とが少なくない。スロヴァキアにも俳人がいて句集が出版されて る。 （ヤナ・ベリツォヴァー）
俳句は五七五の音節で作られる世界の中で特異な詩である。日本語で書かれ
































































































































ての試みである。チェコ人学生が批評対象に選んだ学生句と、それに対する批評は次 ようなものであった。チェコ人学生は、同じ大 と て、日本人学生と共通する要素を見出して を している
５。




愛する気持ちが伝わってくる。 （エヴァ）悲しい気持ちを感じる。 （ヤナ（ロ） ）
春の夢夢の中でも眠る夢 　　太田 　裕太郎 　
2名評
とても眠い今の自分の 分と同じ句。学生の俳句はわかりやすい。 （アレナ）「夢」の響きが面白 。 （美晴）
 俳人としてのチェコ人大学生








片仮名の使い方が面白い。 美しいものが詠まれ、 快い。 わかりやすい。 （マルティ
ナ）







彼方からあなたに触れた春風が 　藤本 　菜穂 　
名評
この句を読んだら、気持ちが明るくなってニコニコする。 （カトカ）





















感を伴った共感を示した。ここ 、民族や言語、気候風土の違いを越え得る可能性を見出すことができ、俳句の国際化を進め 重要な視点の一つになると思われる。Ⅳ 　二回目の創作と句会
俳句作品鑑賞の講義を経た二回目の句会では、次のような句が出され、選ば
れた。チェコ人学生たちは、最初の句会に比べて上達したことを実感しており、日本人の句や句会に近づいた気がすると感じていた。日本語のリズムを活かして遊んだ句が見られ、句会で高点 得たのは、鑑賞 日本人学生の句で、言葉遊びをした句に面白さを感じ、応用し 結果であろう。
ふわふわウサギが踊るピョンピョン 　　パヴラ
兎は、チェコでは春の動物で、兎が大好きなので兎の句を作りたいと思っ 。
擬態語も好きなので、 「ピョンピョン」と「ふわふわ」を使った。深い ではない。俳句を作るのに自信がなかったので、たく んの人に選ばれて、嬉しいと同時に本当に驚いた。この句を読んで、皆も春を感じたのだろう 思う。
＊
点 　ヴェロニカ、アレナ、ヴォイタ、マルティナ、バルバラ＋ヤン




































3点 　ヤナ（ベ） 、ヴォイタ、ヤ （ロ）
黒と白の対比をうまく使っている。 （ヴォイタ）対比が面 い。 （ヤナ（ロ） ）
家の前寝ている小猫晴れる昼 　　アレナ


































































るものを意識することにそれほどの困難を感じていない様子であった。これは、特に意識しなくても、日常生活で季節 変化 自然に感じ取っているからであろう。チェコで春を感じさせるものは、日差し、雪解け、花が咲くこと、鳥の声であると、チェコの春の季語を自分たちで規定 ている。そして、自分たちが最初にチェコで見つけた季語だけでは足りないとも感じている。例えば、春には「春愁」という季語があり、冬が終わり、新し 季節が来る喜びを感じているだけの季節ではない。チェコ人学生たちも、春に寂しさや悲しみ、憂鬱を感じている。春に対して、日本とチェコで同じような感覚を持ってい ことは、俳句創作で季節感を共有できる可能性 示している。
俳句を学ぶ前と後で変化したのは、季節を感じさせるものを俳句という詩、













れて面白くなった。句を作る はゲームのようである。日本語で学んだ俳句について、友人にチェコ語で説明することが難しかった。俳句を作るこ も難しいが楽しかった。 （アレナ）
ワークショップのような俳句の授業は独創的である。 （ペテル）俳句の授業の前には、五七五の定型は知っていたし 俳句は短 ので、俳句
を作るのは簡単だと思っていた。授業でたくさん 習った。季語の使い方は難しい。連想を引き起こす表現を探すこと 一番面白く、 くても楽しかった。 （エヴァ）
以前、 俳句を少し読んだが、 どのよう 作っ いるの は全然わからなかった。
授業の後では、同級生たちが、自然に俳句を作っていた。 （美晴）
すでに自分で俳句について勉強していたので あまり変化を感じないが、こ
の授業を受けたことで 俳句の読者の役割の重要さ 意識し、日本人とチェコ人の自然感や季節感、感情の表現法につ て、少し考え 深めた。一回目の句会に比べると二回目 句会 本当に上達したと思う。季重なりや作者の思いを直接的 表現することを避けているし、日本人 季節感や発想 よく理解 て、面白い表現をした句が作られていた。同じ俳句作品に対して自分の解釈と他人の解釈が異なってい ことを実感した。 （ハリナ）
俳句について少ししか知らなかったが、新しいことを知って俳句が好きになっ
た。日本人はチェコ人より自然に注目していて、動物と植物の言葉をよく使ている 季語を使うことは、自分に って新し ことであった 二回目の句会は最初の句会より楽しくなった。 句会は、 と も面白い経験であっ 。 （ヤナ （ロ） ）
俳句では読者の多様な解釈が大切であると思った。作品を読むことより、作
ることが好きである。句会は楽しくて難しかった。二回目の句会では、みんなの句が上達していて、 好きな句がた さんあったので、 選ぶのに困った。 （カトカ）
俳句の規則や作り方を学んだので、俳句を読むことも作ることも前より簡単




かったが、俳 は簡単ではない 問題の一つは季語である。日本人は考えなくても季語に気づくことができるが、外国人はこのような特別 言葉を暗記するしかできない。 （ヤン）
二回目の句会は思ったより楽しくなった。色々な句が出されて 好きな句を
選ぶのが難しかった。最初の句会では句の中に「春」がよく出 いた 、二回目の句会では、 「春」といわずに「春」の感じが出ていて、皆が向上したのが見えた。自分には俳句なん 全然作れない 思っていたので、初めて 句を作るのは本当に大変だった。一番難し のは、自分の気持ちをわかりやすく表現することである。一週間の授業だけでは、日本人ほど上手にはなれな と一緒に俳句を勉強し、創作 て楽しい時間を過ごした。 （パヴラ）おわりに
チェコ人も日本人も、大学生の俳句理解、受容という点では、異質性よりも






一般俳人と作品の鑑賞 創作活動を共有できるようにする である。日本人でも、一般俳人に多い年長者と学生では、生活感覚が異 り、興味関心の対象が違うため、それぞれが評価する俳句作 、楽しむこ できる俳句作品が重なることが少ない。一般俳人は、学生の を珍しがり、時に新鮮味を感じて目をとめ とはあるが、 必ずしも高く評価するわけではない。一般俳人の には、作者の素朴な実感よりも技巧や知識が勝るものがあり、初心者 学生には理解することが難しい。自分の作品を評価してもらえず、他人の作品 鑑賞 きければ、一般俳人との句会は学生にとって全くつまらないものになる。結果として、俳句から遠ざか こ になってしまう。
世代や個人の価値観を越えて、俳句を理解し、共有すること、これは、人生


































































































Czech University Students as Haiku Poets:
Haiku Lectures and Haiku Gatherings
 at Palacký University in the Czech Republic
MATSUI Takako
Abstract 
This paper is a detailed report about haiku lectures and haiku gatherings to Czech university students who 
majored in Japanese studies in the Czech Republic in March 2009. They were at the third year level. One of the 
features of this lecture was an appreciation of contemporary Japanese haiku composed by Japanese university 
students at just about the same age. Czech students felt empathy with the Japanese students’ haiku because they also 
were in their twenties and also university students.
The Czech students knew the most important rule of haiku “Yuuki Teikei” (season word and seventeen 
syllables) because they had gotten some information about haiku through the Internet and some students had studied 
haiku by themselves, but it was the first challenge for them to appreciate dozens of Japanese haiku and compose 
several haiku in Japanese.
The students held a haiku gathering two times and made great progress. They became conscious of Czech 
seasonal words, for example, flowers, birds and melting snow and composed a lot of interesting haiku in amusing 
rhythms of Japanese language after their appreciation of the Japanese students’ haiku. One of the best haiku was 
‘Fuwafuwa usagi-ga odoru pyon pyon’ (A rabbit with a soft coat of fur is hopping along) by Pavra who had been 
anxious that she could have created haiku or not in the beginning. She said she liked rabbits, a spring animal in the 
Czech Republic and onomatopoeia. 
The students deepened their understanding of Japanese haiku and felt close to it. They learned some main rules 
of haiku, such as eliminating unnecessary words, not directly expressing their feelings and using only one seasonal 
word by means of haiku lectures and gatherings. It was of course difficult for them, but at the same time, great fun to 
study haiku only in Japanese. Therefore they made remarkable progress. I expect to realize haiku gatherings held by 
Czech and Japanese university students in the future. 
（200 年  月  日受理）

